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水源池公園・スキー場エリア

　大湊地区は、海岸の低地から内陸部に向かってゆる
い傾斜になっており、海岸沿いに走る道路と国道338
号の２本を結ぶ坂道にそれぞれ名前がついている。
　浜町坂から宇田坂まで３km弱、途中、寺院や神社、
大湊小学校、一本杉などもあり、２本の道路をつなぎ
ながら散策するのが人気。
　湧水（　　　P７）を見つけてのどを潤しながら散歩
を楽しむ人も多い。

坂の町　大  湊

②新川守坂①一番坂宇田坂海岸部から間近に見える艦艇

⓮宇田八幡宮

⓯順法寺城跡
　築城年代は定かではないが、宝治年間（1247
～1249年）に、宇曾利郷（岩手から北の糠部五郡の
一つ、下北半島のこと）の領主安東盛親によって築
かれたと言われる。後醍醐天皇の孫の良尹王

（ながただおう）が、南朝方の南部氏に庇護さ
れ居城とし、北部王家（きたのべのおうけ）と
して約100年栄えたといわれる。
　1448年蠣崎城城主蠣崎蔵人は十三湊の安東
氏とともに南部氏を攻撃し一時は七戸城を陥
れるが、大軍を擁する南部氏に平定される。
蠣崎蔵人は蝦夷が島へ逃げ、松前氏の始祖と
なったともいわれる。順法寺城もこの乱で廃
城となった。
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⓰水源池公園

展望台「海望館」 安渡館 宇田川 水と緑の砂防ゾーン 園内花壇

日本最古のアーチダム 違い段の流れ

クマの石像

　水源池公園にある日本初のアーチ式ダムの正式名称は「大湊第一水源池堰
堤」。釜臥山（878.6m）を源流とする宇田川を堰止め、明治42（1909）年、海
軍専用水道として終戦まで使用されました。昭和21（1946）年に大湊町へ引き
継がれ昭和51（1976）年まで上水道として活用されました。宇田川だけの水量
では足りなかったため、近くの大近川、三本松川からも導水していました。公
園内はアーチ式ダムの上流部が宇田川ゾーンで、石と水が見事に調和した日本
庭園を形成しています。右岸の違い段の流れや、サル、イノシシ、クマ、ウサギ、
白鳥の石像などが配され荘厳な中にもユーモラスさを加えています。大湊バイ
パスの海側には花壇や野外ステージ、錨のモニュメント、安渡館、海望館など
多くの施設があります。また、国道338号を渡れば北洋館があります。見事な
レンガ造りの建物内は博物館になっており、戦前戦後の貴重な資料等を無料で
見ることができます。戦前には人口10万人を誇った大湊町の当時の写真等む
つ市が海軍と共に歩んできた歴史を知ることができます。
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　佐井村は、津軽海峡に面し、南から牛滝、仏ヶ
浦、福浦、長後、磯谷、願掛岩、矢越の北に
位置し、北前船の拠点湊として栄えました。
佐井村の観光等情報発信の拠点アルサス２階
には「佐井村海峡ミュウジアム」があり、佐井
村の歴史や箭根森八幡宮の山車などが多数展
示されていて、アイヌ様式の絹織物蝦夷錦な
どもあります。
　また、近くの三上剛太郎生家は、日露戦争で
軍医として満州へ渡った際、全滅の危機に瀕し
ながらも「手縫いの赤十字旗」を掲げて敵味方問
わず多くの負傷兵の命を救った三上剛太郎医師
の功績を讃え、生家を無料で見学できるように
しています。
　佐井のウニは下北半島の中でも特に有名で、
美味、廉価です。最近では北海道からも佐井
のウニ丼を目当てに多くの観光客が訪れるよ
うになりました。

三上剛太郎生家
　日露戦争中、軍医として従軍した黒
溝台の戦闘で全滅の危機に瀕しながら
も、「手縫いの赤十字旗」を掲げて敵味方
問わず多くの負傷兵を救った三上剛太
郎医師の功績を讃え生家を展示館とし
て開放しています。アルサス前の小路
を進むと赤十字旗が街角にあり、辿っ
ていくと約300mで着きます。（佐井ま
ちなか歩きボランティアガイドによる
サービスがあります。☎0175－38－
4515 佐井村観光協会）

津軽海峡文化館「アルサス」

下北駅から佐井まで
　約60km（約１時間30分）
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根森八幡宮
　1062年、源頼義の勧請。頼義が尻屋に
住む悪鬼を討伐するため八幡神に祈願し
たところ、７日目のお祈りをしていると
き、あたり一面にわかに暗くなり悪鬼が
現れ躍りかかってきました。
　多くの兵士がたちまち悪鬼に踏みにじ
られたとき、七里崎の杉の梢に１羽の白
鳩が飛び上がったかと思う間に、白衣の
神が人の形で現れ、神変の弓に神矢をつ
がい、引いて放つと鏑矢の音が海に響き、
矢は雲に飛び入ったかと思うと悪鬼の額
のまっただ中を射通しました。
　頼義は神助を感謝し、そこに石清水八
幡宮をまつりました。その辺りに矢の根

石が沢山あったため箭根森八幡宮と呼ば
れています。その時の矢が越えた岬が矢
越、海に漂った浜が磯矢（磯谷）、頼義が
戦勝を感謝し兜を安置した所が甲岩（風間
浦村）、血に染まった太刀を洗った川が赤
川（大畑）、鬼の府があった所が木

き の っ ぷ

野部（大
畑）というように、頼義の鬼退治に因む地
名が数多く残されています。
　毎年９月14、15、16日に行われる祭礼
は1696年に始まったとされ、その様式、
山車、調度品、囃子方など北前船によっ
て入ってきた京都風のもので祇園祭に似
ており、県の無形文化財に指定されてい
ます。
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　仏ヶ浦は福浦と牛滝の間、約1.5kmの海
岸線に緑色の凝灰岩が浸食によって大小様々
な奇岩怪石が連続し、異次元空間を体感でき
ます。
　仏ヶ浦は奇岩が連続する景観もさることな
がら、打ち寄せる波を、波と同じ目線で楽しめ
る数少ない場所です。突きでた岩場で海に向
かい絶叫している観光客の姿を度々見ます。

仏ヶ浦展望台

下北駅から
　約60km（約1.5時間）

　　神のわざ
　　　鬼の手造り　仏うた※

　　　　人の世ならぬ　所なりけり　（大町桂月）
　　　　※うた　アイヌ語のオタ（浜）が転訛したもの
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① 仏ヶ浦船乗場

② 階段（木製）

⑤ 遊歩道のベンチ③ 遊歩道のあずまや ④ スロープ階段

仏ヶ浦遊歩道 仏ヶ浦遊歩道は急勾配の坂道が続きます。
途中のベンチやあずまやで休憩しながら、
足元に注意してお歩きください。

14



がんかけ公園

　願掛岩からは、コバルトブルーの海と連綿と続
く海岸線を望むことができます。
　がんかけ公園周辺には、鳴海要吉文学碑、鍵を
吊す願掛成就の金網など、散策スポットが数多く
あります。

鳴海要吉文学碑 池 フィールドアスレチック

絶景ポイント（がんかけ公園）

「願掛け縁結び」ネット

願掛岩
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　歌舞伎で有名な福浦。名物の福浦のウニ丼
の後は、福浦漁港の巨大な防波堤、迫り来る
迫力満点の岩山を楽しみましょう。福浦から
見る縫道石山も素晴らしい。

名物ウニ丼、海鮮丼

福浦漁港

福浦公衆トイレ

　仏ヶ浦の奇岩は、牛滝から
連続しています。
　牛滝の遊覧船から降りたら
直売所「まだぁ～る」でするめ
とビールで一服しましょう。

夢の海中号

神明宮への坂道

神明宮隣の鳥居

牛滝漁港
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地区4

　本州最北端に位置する大間町は、
津軽海峡を隔てて函館市まで35km、
対岸の汐首岬まで17.5kmで北
海道が間近に望めます。津軽海峡
フェリー大函丸で90分です。こ
のため、昔から函館の病院へ通院
する等市民生活にも函館と大いに
関わってきました。このように大
間湊は昔から地の利を活かした港
町として発展してきました。
　一方、大間町には大間牧という
一大放牧地があり、江戸時代の以前から
牧畜と漁業、交易で栄えてきました。近
年ではすっかり大間のまぐろが有名にな
り、夏から初冬にかけて様々なイベント
が催されています。
　大間町では天

てん

妃
ぴ

様信仰が存し、大陸と
の交流が伺えます。フェリー埠頭から
マグロのモニュメントがある本州最北
端の記念碑まで3.5km。海を眺めな
がら散策してみましょう。
　フェリーターミナル内に吊されてい
る触れるマグロのレプリカも人気です。

まぐろモニュメントまでウォーキングのスタート。 海沿いの道を進みます。

名物まぐろ丼

大函丸

マ
グ
ロ
の
レ
プ
リ
カ（
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
）

下北駅から大間まで
　約46km（約１時間）
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大間フェリーターミナル～大間崎

北海道が間近に見えます。 海鮮丼も人気（モニュメント前の食堂にて）
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